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V311b X線天文衛星代替機 (XARM) 搭載 Xtend 用 CCD の放射線耐性 (2)
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Ｘ線天文衛星代替機 (XARM) に搭載される Xtend は、Ｘ線反射鏡と広視野 CCD カメラからなる軟Ｘ線撮像
装置てある。CCD 素子は基本的に「ひとみ」衛星に搭載されたものと同じ 200 µm の空乏層厚を持つ裏面照射型
P チャネル CCD を用いるが、今回は放射線耐性を向上させるため新たにノッチ構造を設ける。我々は、この新
型素子の放射線耐性を確認するために、小型素子を試作し、放射線医学総合研究所 HIMAC において 100 MeV
の陽子線を照射する実験をおこなった。陽子線ビームの径は素子サイズより小さく、ドーズ量は撮像領域内で非
一様になる。CCD における放射線耐性の指標としては電荷転送効率の劣化度合を測定するが、その劣化度合も
非一様であり、解析にはその非一様性を考慮する必要がある。本講演では、その解析手法の詳細、および、暗電
流・エネルギー分解能・グレード分岐比などの解析結果について報告する。


